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１．小学校国語科の「目標」と「内容」 

 

 

 

『小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説国語編』において、国語科の目標が次の 

ように示されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科の目標は、下線部に示される「国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力」 

を育むことです。つまり、国語科において育成を目指す「資質・能力」とは、「国語で正 

確に理解し適切に表現する資質・能力」のことです。そのためには、「言葉による見方・ 

考え方」を働かせること、「言語活動」を設定することが必要とされています。 

 

 

 

 

 

    （１）言葉の特徴や使い方に関する事項      Ａ 話すこと・聞くこと 

    （２）情報の扱い方に関する事項         Ｂ 書くこと 

    （３）我が国の言語文化に関する事項       Ｃ 読むこと 

     国語で理解したり表現したりする様々な場面の中で生きて働く「知識及び技能」と 

して身に付けるために、思考・判断し表現することを通じて育成を図ることが求めら 

れています。 

 

２．「言葉による見方・考え方」を働かせる 

 

 

 

 

  言葉による見方・考え方を働かせ,言語活動を通して,国語で正確に理解し適切に 

表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）日常生活に必要な国語について,その特質を理解し適切に使うことができるよう 

にする。                        「知識及び技能」 

（２）日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め,思考力や想像力を養う。 

                            「思考力,判断力,表現力等」 

（３）言葉がもつよさを認識するとともに,言語感覚を養い,国語の大切さを自覚し, 

国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

                        「学びに向かう力,人間性等」 

国語科において育成を目指す資質・能力は、「知識及び技能」、「思考力、判断力、 

表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱で整理されています。 

 

  国語科の学習対象は、「言葉を通じた理解や表現及びそこで用いられる言葉そのもの」

です。そこで、「言葉による見方・考え方」を働かせ、言語活動を通して、資質・能力の 

育成を図ります。 

〔知識及び技能〕 〔思考力、判断力、表現力等〕 

〔知識及び技能〕〔思考力、判断力、表現力等〕は次の内容から構成されています。 



 

 

「言葉による見方・考え方」を働かせるとは 

 

 

 

 

 

    学習対象が「言葉そのもの」である国語科においては、「言葉による見方・考え方」を 

   働かせなければ、資質・能力の育成はありません。また、「言葉による見方・考え方」を 

   働かせるためには「言語活動」の設定が必要となります。 

３．「言語活動」の充実 

 

 

 

  「言語活動の充実」とは 

 

 

 

 

       

また、各学校の創意工夫により授業改善が行われるようにする観点から、「Ａ話すこと・

聞くこと」「Ｂ書くこと」「Ｃ読むこと」のそれぞれにおいて、言語活動の種類ごとにまと

めた形で、言語活動例が示されています。 

 【 例：読むこと 】 

 第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 

言語活動の種類 

（言語活動例） 

 

ア 事物の仕組みを説明した 

文章などを読み,分かったこと 

や考えたことを述べる活動。 

 

 

イ 読み聞かせを聞いたり物 

語を読んだりして,内容や感想 

などを伝え合ったり,演じたり 

する活動。 

ウ 学校図書館などを利用し, 

図鑑や科学的なことについて 

書いた本などを読み,分かった 

ことなどを説明する活動。 

ア 記録や報告などの文章を 

読み,文章の一部を引用して, 

分かったことや考えたことを 

説明したり,意見を述べたりす 

る活動。 

イ 詩や物語などを読み,内容 

を説明したり,考えたことを伝 

え合ったりする活動。 

 

ウ 学校図書館などを利用し,

事典や図鑑などから情報を得 

て,分かったことなどをまとめ 

て説明する活動。 

ア 説明や解説などの文章を 

比較するなどして読み,分かっ 

たことや考えたことを,話し合 

ったり文章にまとめたりする 

活動。 

イ 詩や物語,伝記などを読 

み,内容を説明したり,自分 

の生き方などについて考えた 

ことを伝え合ったりする活動。 

ウ 学校図書館などを利用し, 

複数の本や新聞などを活用し 

て,調べたり考えたりしたこと

を報告する活動。 

学習の中で、対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目

して捉えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めること。つまり、言葉で表される話

や文章を、意味や働き、使い方などの言葉の様々な側面から総合的に思考・判断し、理解

したり表現したりすること、また、その理解や表現について、改めて言葉に着目して吟味

すること。 

『小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説国語編』のなかで、言語活動に関して

は、次のような内容が示されています。 

・「言語活動」は、児童の主体的・対話的で深い学びの実現に不可欠です。 

・「言語活動」を通して、資質・能力の育成を図っていきます。 

・質の高い言語活動（質の高い学び）を目指すため、 

各学校で「言語活動」を創意工夫することが求められています。 

 

 



 

 

    国語科の授業においては、言語活動を意図的に設定することで、児童が言葉による見方・ 

   考え方を働かせ、国語で正確に理解し適切に表現する力を育んでいきます。また、言語活 

動を充実させることは、主体的・対話的で深い学びの実現に向かいます。 

 

４．「主体的・対話的で深い学び」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「主体的・対話的で深い学び」とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  国語科における主体的・対話的で深い学びについては、「第４章 指導計画の作成と 

内容の取扱い」において、次のように示されています。 

１ 指導計画作成上の配慮事項 

○主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に関する配慮事項 

１ 指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。 

 (１) 単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向

けて、児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際、

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、言葉の特徴や使い方など

を理解し自分の思いや考えを深める学習の充実を図ること。 

 

児童の資質・能力の育成のために、「言葉による見方・考え方」を働かせ、「言語活動」

を通して、質の高い学びを実現すること。 

 

＜言葉による見方・考え方＞ 

学習の中で、対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目し

て捉えたり、問い直したりして、言葉への自覚を高めること。つまり、言葉で表される話や文

章を、意味や働き、使い方などの言葉の様々な側面から総合的に思考・判断し、理解したり

表現したりすること、また、その理解や表現について、改めて言葉に着目して吟味するこ

と。 

 

言語活動 

を通して 



 

 

   国語科では、「主体的・対話的で深い学び」となる言語活動を設定することと、そのこと 

を通して、児童が言葉による見方・考え方を働かせることが、目指す資質・能力の育成には 

不可欠です。 

 

５．学習過程の明確化・「考えの形成」の重視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

上記は、言語能力を構成する資質・能力が働く過程のイメージです。これまでの国語科

の課題であった、ただ活動するだけの学習にならないように、「考えの形成」に向けた活動

を通じてどのような資質・能力を育成するのかについて整理されています。 

『小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説国語編』において、〔知識及び技能〕 

と〔思考力、判断力、表現力等〕の各指導事項について、育成を目指す資質・能力が 

明確になるように内容が改善されています。その一つとして、学習過程の明確化、 

「考えの形成」の重視が挙げられています。 

  

 

 

図Ａ 



 

 

    このような言語能力の働く過程の整理を踏まえ、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、

「読むこと」の３領域における学習活動では、資質・能力がどのように働いているかを 

次のように示しています。 

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策

等について（答申）」（平成 28 年 12 月 21 日）より 

図Ｂ 



 

 

６．「単元を構成（デザイン）」する 

 

 

 

 

「単元を構成（デザイン）する」とは 

 

 

 

 

 

    下記の例は、考えを形成していく学習過程をイメージしながら単元を構想したものです。 

 この構想ができるまでの手順を示していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家の人に紹介するために,伝えたいことを要約して新聞を作る

学習過程を基に，単元（各時間の目標）を構想する

「塚本さんの研究
を知るために,年表
にまとめよう」

「塚本さんがどの
ような研究をした
のか図表を基に考

えよう」

「自分が選んだ
テーマが伝わるよ
うに,必要な情報を
要約して記事にし

よう」

「それぞれが選ん
だテーマが伝わっ
ているかどうかを
確かめるためにお
互いに評価しよ

う」

手立て 手立て 手立て 手立て

（教師の指導のねらい）
目的を意識して,中心
となる語や文を見付け
て要約することができ
る

（児童の活動のゴール）
「ウナギのなぞを追っ
て」新聞を作って,
家の人に紹介しよう。

・科学を追究する内容の
既習教材を基にした教師
作成のテーマ新聞を魅力
的に提示し,本単元で同じ
ような新聞づくりを行う
ことを伝える

・既習の新聞を扱った学
習から新聞の構成や必要
な要素,条件などを想起さ
せ,単元計画について話し
合う

（児童の活動

のゴール）

時間の表現に着目
して大まかな文章
の構成を理解する
ことができる

わかったこととそ
の理由について,図
表を基に説明する
ことができる

伝えたいテーマを
基に,必要な情報を
見付けて要約する
ことができる

記事を読み合い,必
要な情報の有無に
ついて相互評価す
ることができる

構造と内容の
把握

構造と内容の
把握

精査・解釈
考えの形成

考えの形成
共有

例）きょうみをもっとところを中心に,しょうかいしよう（「ウナギのなぞを追って」塚本勝巳,光村図書4年下）

（１）

（２）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（ａ） （d ）（c）（b）

 

～ 単元の構成（デザイン）例 ～ 

  国語科において「単元を構成（デザイン）する」には、前述の学習過程の明確化や、 

「考えの形成」の重視を意識することが大切です。そして、「考えの形成」を通してど 

のような資質・能力の育成を図るのかを具体化します。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進める上で、まず「単元のねらい」 

を設定したり、「言語活動」を単元の中に位置付けたりします。次に、単元や題材など内

容や時間のまとまりの中で、児童が学習を見通したり、振り返ったりする場面や、対話す

る場面をどこに設定するか、などの視点をもって、単元を構成（デザイン）していきます。 

 



 

 

（１）扱う単元や教材における「目標」の設定 

   学習指導要領解説（国語編）や、教科書に関する資料を参考に「目標」を捉えます。扱う 

  単元や教材の領域、学年を踏まえて考えます。 

   上記の例では、（１）の教師の指導のねらいにあたり、領域は「読むこと」、学年は「第４ 

学年」であることから設定されています。 

「読むこと」（説明的な文章の精査・解釈について） 

 １・２学年 ３・４学年 ５・６学年 

 

「読むこと」 

（説明的な文章） 

精査・解釈 

 

文章の中の重要な語句や

文を考えて選び出すこと。 

目的を意識して,中心とな

る語や文を見付けて要約

すること。 

目的に応じて,文章と図表

などを結び付けるなどし

て必要な情報を見付けた

り、論の進め方について考

えたりすること。 

  

（２）「児童の活動のゴール」の設定 

    設定した目標に向けて、有効な学習活動を設定します。上記の例では（２）にあたりま

す。児童が目標とする力を身に付けることができるものであるか、単元や教材を通して主

体性や見通しをもって学習に取り組むことができるものであるか、について考えます。 

また、学習活動の設定に際しては、学習指導要領解説（国語編）にある「言語活動例」

を参考にします。 

 

 ＊次の（３）と（４）については、学習指導要領解説（国語編）に加え、 

図Ａ「言語能力を構成する資質・能力が働く過程のイメージ」や 

図Ｂ「国語科（３領域）における学習過程のイメージ」を参考にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）考えを形成していく「学習過程」 

   児童が、考えを形成していく学習過程を設定します。上記の例では（３）にあた 

  ります。扱う単元や教材の領域の指導事項を踏まえて考えます。 

「読むこと」の指導事項 

 

 

 

（４）各学習段階における「児童が身に付ける力」の設定 

      上記の例では（４）の（a）～（d）にあたります。学習活動ありきとならず、 

学習内容が高まるように、それぞれの指導事項に示されている内容や、図Ａ「言語 

能力を構成する資質・能力が働く過程のイメージ」、図Ｂ「国語科における学習 

過程のイメージ」を参考に、各学習段階において児童が身に付ける力を明確にし 

ます。 

   

 

 

 

〇構造と内容の把握  〇精査・解釈  〇考えの形成  〇共有 

 

 



 

 

それぞれの指導事項に示されている内容や、図Ａ「言語能力を構成する資質・能力が働く 

過程のイメージ」、図Ｂ「国語科における学習過程のイメージ」を参考にするとは… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）各学習段階における「児童の目標」の設定 

    各学習段階において、児童の目線に立った目標を設定します。児童が各学習段階におい

て力を身に付けるとともに、主体的に学習に取り組み、活動のゴールに向かっての見通し

をもちながら学習を進めることができるものであるかを考えます。上記の例では（５）に

あたります。 

 

 （６）単元や授業における「手立て」の設定 

    児童が学習の見通しをもち、主体的に学習に取り組むことができるような導入の工夫や、 

   児童の対話的で深い学びや、身に付ける力の育成につながる手立てを考えます。上記の例 

では（６）にあたります。 

 

例（４）の（a）～（d）の設定について 

 （４）の（a） 

 

指導事項より 段落相互の関係に着目しながら、…（省略）。 

図Ａより 文章の構造（文と文の関係、段落、段落と文章の関係） 

図Ｂより 文章の種類に関する理解 

（４）の（ｂ） 

 

指導事項より 考えとそれを支える理由や事例との関係などの関係について、叙述を基に捉えること。 

図Ａより 文章の構造（文と文の関係、段落、段落と文章の関係） 

図Ｂより 文章の種類に関する理解 

（４）の（ｃ） 

 

指導事項より 目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約すること。 

図Ａより 情報を多面的・多角的に精査し構造化する力 

図Ｂより 情報を多面的・多角的に精査し構造化する力 

（４）の（ｄ） 

 

指導事項より 文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、…（省略）。 

図Ａより 新しい情報を、既に持っている知識や経験・感情に統合し構造化する力 

図Ｂより 新しい情報を、既に持っている知識や経験・感情に統合し構造化する力 

 

 

 

 

 

 

 

時間の表現に着目して大まかな文章の構成を理解することができる。 

わかったこととその理由について、図表を基に説明することができる。 

伝えたいテーマを基に、必要な情報を見付けて要約することができる。 

記事を読み合い、必要な情報の有無について相互評価することができる。 

構造と 

内容の 

把握 

構造と 

内容の 

把握 

精査・

解釈 

考えの

形成 

考えの

形成 

共有 



 

 

７．目標や内容の｢系統性」 

 

 

 

（１）目 標 

  下記のように、学年に応じた目標も設定されています。 

 第 1 学年及び第 2学年 第 3学年及び第 4学年 第 5学年及び第 6学年 

知識及び

技能 

（１）日常的に必要な国語の知識

や技能を身に付けるとともに,我

が国の言語文化に親しんだり理

解したりすることができるよう

にする。 

（１）日常的に必要な国語の知識

や技能を身に付けるとともに,我

が国の言語文化に親しんだり理

解したりすることができるよう

にする。 

（１）日常的に必要な国語の知識

や技能を身に付けるとともに,我

が国の言語文化に親しんだり理

解したりすることができるよう

にする。 

思考力、

判断力、

表現力等 

（２）順序立てて考える力や感じ

たり想像したりする力を養い,日

常生活における人との関わりの

中で伝え合う力を高め,自分の思

いや考えをもつことができるよ

うにする。 

（２）筋道立てて考える力や豊か

に感じたり想像したりする力を

養い,日常生活における人との関

わりの中で伝え合う力を高め,自

分の思いや考えをまとめること

とができるようにする。 

（２）筋道立てて考える力や豊か

に感じたり想像したりする力を

養い,日常生活における人との関

わりの中で伝え合う力を高め,自

分の思いや考えを広げることが

できるようにする。 

学びに向

かう力、

人間性等 

（３）言葉がもつよさを感じると

ともに,楽しんで読書をし,国語

を大切にして,思いや考えを伝え

合おうとする態度を養う。 

（３）言葉がもつよさに気付くと

ともに,幅広く読書をし,国語を

大切にして,思いや考えを伝え合

おうとする態度を養う。 

（３）言葉がもつよさを認識する

とともに,進んで読書をし,国語

の大切さを自覚して思いや考え

を伝え合おうとする態度を養う。 

 

 （２）目標の系統性 

【例】「読むこと」（説明的な文章の精査・解釈について） 

 １・２学年 ３・４学年 ５・６学年 

 

「読むこと」 

（説明的な文章） 

精査・解釈 

 

文章の中の重要な語句や

文を考えて選び出すこと。 

目的を意識して,中心とな

る語や文を見付けて要約

すること。 

目的に応じて,文章と図表

などを結び付けるなどし

て必要な情報を見付けた

り,論の進め方について考

えたりすること。 

       

各学年の目標がふたつの学年のまとまりごとに示されており、発達段階に応じて、 

既習内容を活用しながら、系統性のある指導を行うことが求められています。系統 

性については、小学校に限らず、義務教育の最終学年である中学校３年生の生徒の姿 

までイメージしておくと、今指導すべき内容が見えてきます。 

上記の目標に準じた学習内容のポイントを図示すると、以下のようになります。 

『小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説国語編』において、各学年の目標が 

ふたつの学年のまとまりごとに示されています。そこで、系統性のある指導を行います。 



 

 

（３）内容の系統性 

    【例】「読むこと」（説明的な文章の精査・解釈について） 

         １・２学年                  ３・４学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ５・６学年 

                          （４）言語活動例 

                                【例】「読むこと」 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．「学習評価」と「授業改善」 

 

 

 

 

授業を設計することと、児童の学習内容を評価することや、授業を改善していくこ 

とは表裏一体です。これらを関連付けて考えることが大切です。 

はじめな か
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え
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話
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示
（
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）

問
い
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結
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答
え
）

事例１事例２事例３

中
心
と
な
る
語
や
文

中
心
と
な
る
語
や
文

中
心
と
な
る
語
や
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目
的
を
意
識
し
て,

中
心
と
な
る
語
や
文
を
見
付
け
て
要
約

 

はじめな かおわり

話
題
提
示
（
結
論
）

問
い
の
文

ま
と
め,

結
論

事例１事例２事例３

筆
者
の
主
張
（
要
旨
）

中
心
と
な
る
語
や
文

中
心
と
な
る
語
や
文

中
心
と
な
る
語
や
文自分の考え
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に
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じ
て,

文
章
と
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表
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係

必
要
な
情
報
の
選
択,

論
の
進
め
方

 

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

ア 事物の仕組みを説明した文章な
どを読み，分かったことや考えた
ことを述べる活動。

ア 記録や報告などの文章を読み，
文章の一部を引用して，分かった
ことや考えたことを説明したり，
意見を述べたりする活動。

ア 説明や解説などの文章を比較す
るなどして読み，分かったことや
考えたことを，話し合ったり文章
にまとめたりする活動。

イ 読み聞かせを聞いたり，物語を
読んだりして，内容や感想などを
伝え合ったり，演じたりする活動。

イ 詩や物語などを読み，内容を説
明したり，考えたことを伝え合っ
たりする活動。

イ 詩や物語，伝記などを読み，内
容を説明したり，自分の生き方な
どについて考えたことを伝え合っ
たりする活動。

ウ 学校図書館などを利用し，事典や
図鑑などから情報を得て，分かった
ことなどをまとめて説明する活動。

ウ 学校図書館などを利用し，複数
の本や新聞などを活用して，調べ
たり考えたりしたことを報告する
活動。

ウ 学校図書館などを利用し，図鑑
や科学的なことについて書いた本
などを読み，分かったことなどを
説明する活動。

 

各領域「話すこと・聞くこと」「書くこと」 

「読むこと」において言語活動例が示されており、 

言語活動を通して資質・能力の育成を図ります。 



 

 

■まずは、授業で学習している子供の表現（内容）や学習する姿（学び方）について明確に 

 イメージしながら、授業を設計しましょう。 

■実際の授業での子供の発言や姿を分析・解釈（評価）しながら、その場で（授業後に）、 

 活動や支援の見直し（改善）をしましょう。 

上の図は、各教科における評価の基本構造をまとめたものです。それぞれの観点について 

は、総合して評定として示すもの、個人内評価として示すものを十分に理解して適切に評価 

を行っていくことが重要です。（「主体的に学習に取り組む態度」については、観点別学習状況の 

評価を通じて見取ることができる部分と観点別学習状況の評価にはなじまず、個人内評価等を通 

じて見取る部分があります）。 

 

事前に評価をどのような方針で 

行うのかを児童に示し、共有して 

おくことは、評価の妥当性・信頼 

性を高めるとともに、身に付ける 

べき資質・能力の具体的なイメー 

ジをもたせる観点からも不可欠で 

す。 

また、自らの学習の見通しをも 

たせ、自己の学習の調整を図るき 

っかけとなることも期待できます。   

授業で学習している子供の表現（内容）については、学習過程において働くそれぞれの 

資質・能力について具体的に「子供の言葉」で考えていくとよいでしょう。 

 



 

 

 

■各学習過程において子供が働かせる「知識・技能」や「思考・判断・表現」を『小学 

校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 国語編』（文部科学省、平成 29年 7 月）を基 

にしながら設定します。その際、それぞれの過程のねらいに応じて「どのような場面の 

どのような発言・記述等の表現が子供から出されていれば、何を理解したり考えたりし 

ていることになるのか」について、具体的な「子供の言葉」でイメージしておくことが 

大切です。 

■「主体的に取り組む態度」として、その単元における各過程で、子供が自分の学習状況 

を把握し、教師の指示によってではなく、学習の進め方について試行錯誤するなど自ら 

の学習を調整しながら、粘り強く取り組む姿について具体的な「子供の姿」でイメージ 

しておくことが大切です。 

■子供自らが活動できる（考えたくなる、考えざるを得なくなる）ようにするために、教 

師がどのような手立て（支援）を行っていけばよいかを考えましょう。 

 

授業では、上のようなイメージが実現されているかどうかを判断し、その原因について 

分析・解釈して、その場で（授業後に）改善していきます。 

 

 



 

 

～ 評価規準の設定について ～ 

下記のように、学習指導要領の「２ 内容」を基に「内容のまとまりごとの評価規準」を 

  作成します。文末表現については、知識及び技能が「～している」、思考力、判断力、表現力 

等が「～している」、主体的に学習に取り組む態度が「～しようとしている」になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領「２ 内容」より

知識及び技能 思考力,判断力,表現力等 学びに向かう力,人間性等

単元名 ：第２学年 「夏休みの思い出を報告しよう」 （話すこと・聞くこと）

身近なことを表す語句の量を
増し,話や文章の中で使うととも
に,言葉には意味による語句の
まとまりがあることに気付き,語
彙を豊かにすること。

（ （１）オ ）

相手に伝わるように,行動したことや
経験したことに基づいて,話す事柄の
順序を考えること。 ＊内容には記載なし

（ Ａ （１） イ ）

話し手が知らせたいことや自分が聞
きたいことを落とさないように集中し
て聞き,話の内容を捉えて感想をも
つこと。

（ Ａ （１）エ ）

 

＜評価の観点＞

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元の評価規準

身近なことを表す語句の量を
増し、話の中で使っているとと
もに、語彙を豊かにしている。

（ （１）オ ）

「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わ
るように、行動したことや経験したことに基
づいて、話す事柄の順序を考えている 進んで、相手に伝わるように話

す事柄の順序を考え、学習の
見通しをもって報告しようとして
いる。

（ Ａ （１） イ ）

「話すこと・聞くこと」において、話し手が知
らせたいことを落とさないように聞き、話の
内容を捉えて感想をもっている。

（ Ａ （１）エ ）

単元名 ：第２学年 「夏休みの思い出を報告しよう」 （話すこと・聞くこと）

 


